
［
関
連
行
事
］

第
45
回
萬
鉄
五
郎
祭

《
日　

時
》	

５
月
４
日
［
日
］		

14
時
～
14
時
30
分

土
澤
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ェ
ア 

２
０
２
５
春

《
日　

時
》	

５
月
４
日
［
日
］・
５
日
［
月
・
祝
］

《
会　

場
》
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
前
庭
／

		

土
沢
商
店
街

［
同
時
開
催
］

iw
ate 

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト vol.14-1

飯
坂
真
紀
展  

─
花
巻
の
空
を
並
べ
る
─

《
会　

期
》	

４
月
26
日
［
土
］
～	

７
月
13
日
［
日
］

《
会　

場
》	

八
丁
土
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
入
場
無
料
）

《
会　

期
》

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

４
月
26
日
［
土
］
─

７
月
13
日
［
日
］

《
開
館
時
間
》

８
時
30
分	

～	

17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

《
休
館
日
》

月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

《
主
催
／
会
場
》

萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館

岩
手
県
花
巻
市
東
和
町
土
沢5-135　

〒028-0114	
TEL.0198-42-4402　

FAX.0198-42-4405

《
入
館
料
》

一	　
　

般	

／
５
０
０
（
４
５
０
）
円

高
校
・
学
生		

／
３
０
０
（
２
５
０
）
円

小
学
・
中
学
生	

／
２
０
０
（
１
５
０
）
円

　

	

＊
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
企
画
展
覧
会

アトリエの萬鉄五郎（小石川）〈部分〉			1911（明治 44）年頃

ギ
シ
ギ
シ
き
し
む
狭
い
階
段
を
上
っ
て
、
二
階
へ
上
る
と
い
う
と
、

そ
こ
は
す
ぐ
障
子
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
が
萬
鉄
人
の
「
画
室
」
で
、・
・
・

足
の
踏
み
場
も
無
い
ま
で
ご
っ
た
く
さ
に
な
っ
た

画
布
、
画
布
、
画
布
の
氾
濫
の
中
に
、
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
控
え
て
、

顔
色
の
蒼
く
瘦
せ
て
い
た
萬
は
、
口
髭
ば
か
り
目
立
っ
て
濃
く
、・
・
・

日
中
と
い
う
の
に
室
に
は
白
熱
瓦
斯
が
と
も
り
、

そ
の
マ
ン
ト
ル
が
横
っ
ち
ょ
に
な
っ
て
、
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
た
。

〈
木
村
荘
八
「
独
立
す
る
ま
で
」
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
〉



黒
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
籐
椅
子
に
腰
掛
け
る
口
髭

の
男

─
。

　

画
家
・
萬
鉄
五
郎
（
１
８
８
５
─
１
９
２
７
）
を
写
し
た
写
真
で

最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
晩
年
を
過
ご
し
た
神
奈
川
県
茅
ヶ

崎
の
海
岸
で
撮
影
さ
れ
た
肖
像
で
す
。
こ
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を

は
じ
め
、
彼
と
そ
の
周
辺
を
記
録
し
た
写
真
は
、
画
家
が
生

き
た
時
代
と
そ
の
歩
み
を
物
語
る
重
要
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

禅
の
布
教
団
と
と
も
に
渡
米
す
る
際
の
写
真
、
東
京
美
術
学

校
の
同
級
生
ら
と
の
写
真
、
展
覧
会
の
会
場
風
景
や
そ
こ
に

集
っ
た
仲
間
な
ど
、
残
さ
れ
た
写
真
か
ら
は
、
萬
の
画
家
と

し
て
の
活
動
や
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
の
素
封
家
の
家
に
生
ま
れ
た
萬
は
、
少
年
期

か
ら
カ
メ
ラ
を
買
い
与
え
ら
れ
、
自
身
で
現
像
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
証
明
す
る
33
枚
の
ガ
ラ
ス

乾
板
が
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
当
館
で
開
催
し
た
「
蔵

か
ら
出
て
き
た
萬
鉄
五
郎
展
」
で
初
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
彼

が
撮
影
し
た
そ
れ
ら
か
ら
は
、
画
家
の
視
線
を
追
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
な
か
で
も
、
小
石
川
の
自
宅
二
階
か
ら
辻
の

女
学
生
を
写
し
た
も
の
や
、
室
内
で
横
た
わ
る
婦
人
像
か
ら

は
、
創
作
テ
ー
マ
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
制
作
へ
向
う
プ

ロ
セ
ス
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
画
布
や

絵
筆
、
家
具
が
散
乱
す
る
ア
ト
リ
エ
に
寝
そ
べ
る
自
ら
を
写

し
た
「
自
写
像
」
と
呼
べ
る
一
枚
か
ら
は
、
表
現
者
と
し
て
の

彼
の
作
為
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
萬
鉄
五
郎
と
そ
の
周
辺
の
写
真
を
中
心
に
、

関
係
す
る
作
品
や
資
料
を
紹
介
し
、
画
家
の
生
涯
の
歩
み
を

辿
る
と
と
も
に
、
彼
が
自
ら
カ
メ
ラ
を
用
い
撮
影
し
た
写
真

と
絵
画
作
品
と
の
相
関
に
迫
り
ま
す
。

萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
企
画
展
覧
会

［
関
連
行
事
］

第
45
回
萬
鉄
五
郎
祭

◉ 

萬
鉄
五
郎
祭 

式
典

《
日　

時
》
令
和
７
年
５
月
４
日
［
日
］  

14
時
～
14
時
30
分

《
会　

場
》
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館

◉ 

萬
鉄
五
郎
祭 

茶
会

《
日　

時
》
令
和
７
年
４
月
13
日
［
日
］  

10
時
～
15
時

《
会　

場
》
東
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
花
巻
市
東
和
町
安
俵6-53

）

《
参
加
費
》
二
席 

１
０
０
０
円

◉ 

写
生
会

《
日　

時
》
令
和
７
年
４
月
27
日
［
日
］  

９
時
～
12
時

《
会　

場
》
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
周
辺

《
参
加
費
》
５
０
０
円
（
幼
児
か
ら
一
般
ま
で
）

参
加
者
に
は
作
品
を
プ
リ
ン
ト
し
た
エ
コ
バ
ッ
ク
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◉ 

写
生
作
品
展
示
会

《
日　

時
》
令
和
７
年
５
月
１
日
［
木
］
～ 

５
月
18
日
［
日
］ 

《
会　

場
》
花
巻
市
立
東
和
図
書
館
ロ
ビ
ー
（
花
巻
市
東
和
町
安
俵6-90

）

土
澤
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ェ
ア 

２
０
２
５
春

《
日　

時
》
令
和
７
年
５
月
４
日
［
日
］・
５
日
［
月
・
祝
］

《
場　

所
》
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
前
庭
／
土
沢
商
店
街 

〒028-0114　

岩
手
県
花
巻
市
東
和
町
土
沢5

区135

番
地

TEL.	0198-42-4402	

／	FAX.	0198-42-4405

［1］	 茅ヶ崎海岸にて		1926（大正 15）
年頃

［2］	 北米両忘会布教団		1906（明治 39）
年〈前列、向かって左が萬鉄五郎〉

［3］	 小石川の自宅二階から日傘を差
した女学生の一群を写す		1911
（明治 44）年頃

［4］	 萬鉄五郎《女学生》水彩・墨・鉛
筆・紙		1911（明治 44）年頃

［5］	 寝そべるよ志夫人		1910（明治
43）年頃

［6］	 写真「自画像」		1915（大正 4）年
頃

［7］	 写真「土沢風景」		1915（大正 4）
年頃

［8］	 野嶋煕正邸の庭にて		1922（大正
11）年〈中央が萬鉄五郎〉　

［9］	 萬鐵人日本画展覧会（野嶋煕正
邸にて）1922（大正 11）年

［10］	萬鉄五郎《秋景農夫図》紙本墨
画		1922（大正 11）年頃

※	

展
覧
会
及
び
行
事
の
内
容
・
日
程
等
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。https://w

w
w
.city.hanam

aki.iw
ate.jp/bunkasports/

bunka/1019887/yorozutetsugoro/1002101.htm
l

［
同
時
開
催
］iw
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飯
坂
真
紀
展 

─
花
巻
の
空
を
並
べ
る
─

《
会　

期
》
令
和
７
年
４
月
26
日
［
土
］
～ 

７
月
13
日
［
日
］

《
開
館
時
間
》
９
時
～
16
時
30
分

《
休
館
日
》
月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

《
会　

場
》
萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館 「
八
丁
土
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

 《
入
館
料
》
入
場
無
料

飯坂真紀《旧いちいさな銀行》
2009（平成 21）年

［5］

［4］

［3］

［2］　　　　　　　　　　　

［1］　　　　　　　　　　　

［6］　　　　　　　　　　　

［7］　［10］

［9］　　　　　　　　　　　

［8］　　　　　　　　　　　


